
物語主義───太宰治・森敦・村上春樹

Ⅰ 物語と虚構の文芸学
虚構論と物語論／作者の理論・素描／テクスト・断片・コンテクス
ト／雑音調〈例外状態〉の文芸学

Ⅱ 小説と映画の物語
蝕まれるべき友情──小説構造から見た『白樺』派の小説／芥川龍
之介のメタフィクション／太宰治におけるテクスト様式の成立／太
宰治と複合的小説構造／太宰治『斜陽』とチェーホフ『桜の園』／森
敦「月山」の小説と映画／物語の変容──森敦『われ逝くもののごと
く』と「ハーメルンの笛吹き男」／村上春樹の小説と〈メタファー〉
──『海辺のカフカ』と『騎士団長殺し』／村上春樹の小説における
戦争／現実性の境界事象──小川洋子『原稿零枚日記』

理論編と実践編の2部構成で、物語と虚構を論じる
何らかの「本質」が先にあり、それを語るために「物語」が作られるというのは幻想であり、
「物語」がそれにふさわしい「本質」を要請するのだと著者はいいます。本書では、この考
え方を「物語主義」と名付け、それに基づいて太宰治や芥川龍之介の複雑な小説構造や、森
敦の「境界」の問題、村上春樹のメタファーや戦争との関係などを論じます。

論じている主な作家・作品：
太宰治『斜陽』『女の決闘』、森敦『月山』『われ逝くもののごとく』、村上春樹『海辺のカフ
カ』『騎士団長殺し』『ねじまき鳥クロニクル』『アフターダーク』『ドライブ・マイ・カー』、
小川洋子『原稿零枚日記』、芥川龍之介、白樺派の作家たち など
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